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は 

じ 

め 

に

　

吉
田
郡
長
や
丹
生
郡
長
・
今
立
郡
長
・
遠
敷
郡
長
な
ど
を
歴
任
し
た
近
藤
直

一（
１
）（

嘉
永
四
年
十
二
月
生
れ
）
が
作
し
た
「
嚮
陽
溪
の
図
を
看
て
感
有
り
」
と

題
さ
れ
る
詩
歌
が
の
こ
る
。
以
下
に
示
す
史
料
（
一
）
が
そ
れ
で
あ
る（

２
）。

◎
史
料
（
一
）

　
　

�

庚
子
の
初
夏
、
青
柳
々
涯
を
伴
ひ（

３
）、

嚮
陽
溪
の
跡
に
遊
ぶ
。
聞
説
ら
く
嚮

陽
溪
と
は
、
旧
鯖
江
侯
の
遊
園
な
り
。
当
時
の
風
流
の
韻
士
、
そ
の
景
を

尋
ね
、
詩
に
お
い
て
歌
に
お
い
て
、
吟
詠
唱
和
す
る
も
の
、
一
に
足
ら
ず
。

其
の
詩
歌
の
伝
へ
て
今
に
至
る
者
有
り
と
雖
も
、
園
景
荒
涼
と
し
て
、
更

に
其
の
看
る
べ
き
も
の
無
し
。纔
か
に
斯
の
図
に
従
り
之
を
つ
く
す
の
み
、

あ
あ
惜
し
い
か
な
。
梅
塢（

４
）識

す

　

つ
ま
り
、
史
料
（
一
）
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
こ
ろ
の
嚮
陽
溪
は
、
風
景
も
荒

涼
と
し
、
い
よ
い
よ
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
、
僅
か
に
、
こ
の
嚮
陽
溪
の
図
に

よ
っ
て
こ
れ
を
細
か
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
、
た
い
へ
ん
残
念
で

あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
嚮
陽
溪
の
図
」
と
は
、江
戸
時
代
末
期
の
浮
世
絵
師
（
初

代
）
歌
川
広
重
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
浮
世
絵
風
景
画
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。こ
の
浮
世
絵
風
景
画「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」の
図
は
、

版
木
も
現
存
し（

５
）、

開
園
当
時
の
鯖
江
嚮
陽
溪
の
景
観
を
描
い
た
も
の
と
し
て
貴

重
な
歴
史
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
浮
世
絵
風
景
画
「
越
州
鯖
江

嚮
陽
溪
真
景
」
は
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
嚮
陽
溪
そ
の
も

の
や
、
ま
た
嚮
陽
溪
の
絵
画
に
つ
い
て
の
論
考
な
ど
は
皆
無
で
あ
る
と
い
っ
て

過
言
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
嚮
陽
溪
の
成
立
、
景
観
、
そ
し
て
浮
世
絵
風
景
画
「
越

州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
の
図
に
つ
い
て
若
干
調
べ
た
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

「
越
州
鯖
江
嚮き

ょ
う

陽よ
う
け
い溪
真
景
」
考

竹
　
内
　
信
　
夫
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考

　
　
　

一　
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
」
の
成
立

―
「
与
衆
同
楽
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
―

　
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
」
と
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
春
、
鯖
江
藩
七
代
藩

主
間
部
詮
勝
が
、
鯖
江
台
地
の
西
北
に
連
な
る
長
泉
寺
山
一
画
を
領
民
の
憩
い

の
場
と
な
る
よ
う
に
庭
園
と
し
た
も
の
を
「
嚮
陽
溪
」
と
命
名
し
た
の
が
、
そ

の
前
身
で
あ
る
。「
嚮
陽
溪
」
の
「
嚮
陽
」
の
意
味
は
「
陽
に
向
っ
て
」
の
意

が
あ
る
と
い
う
。

　
「
嚮
陽
溪
」
の
あ
っ
た
「
長
泉
寺
山
」
と
は
、
近
世
の
地
誌
『
鯖
江
誌（

６
）』
に

よ
れ
ば
、「
西
北
、
鯖
江
の
地
に
連
な
る
は
、
長
泉
寺
山
と
な
す
、
詩
家
は
長

白
山
と
称
す
る
は
、
泉
よ
り
水
を
去
る
な
り
。
山
は
は
な
は
だ
高
か
ら
ず
。
平

野
に
蹯
踞
す
、
山
趾
陵
遅
、
西
北
の
隅
に
連
帯
す
。
欝
蒼
深
秀
、
鯖
江
藩
屏
と

謂
う
べ
き
矣
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
鯖
江
の
西
北
に
「
長
泉
寺
山
」
と
称
さ
れ

る
山
が
あ
り
、
詩
家
か
ら
は
長
白
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
泉
よ
り
水

を
去
る
な
り
」
で
あ
る
と
し
、
そ
の
山
一
帯
は
「
草
木
が
茂
り
、
山
が
高
く
そ

び
え
、
鯖
江
藩
屏
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
間
部
詮
勝
は
、

そ
の
長
泉
寺
山
一
画
に
庭
園
を
開
園
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
、

こ
う
し
た
山
々
の
な
か
に
庭
園
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
詮
勝
は
、
こ
こ
に
庭
園
を
築
き
、
そ
の
庭
園
の
開
園
に

あ
た
り
、
詮
勝
は
詩
歌
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
詩
歌

の
表
題
は
「
嚮
陽
溪
」
と
題
さ
れ
る
も
の
で
、
史
料
（
二
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

◎
史
料
（
二
）

　
　

披
林
聴
鳥　
　

隔
水
賞
花　
　

吟
詩
製
画　
　

酌
酒
煎
茶

　
　

調
音
不
妨　
　

択
友
須
約　
　

非
独
忘
憂　
　

与
衆
同
楽　

　
　
　
　

安
政
三
年
丙
辰
暮
春　
　
　
　
　

常
足

（
間
部
詮
勝
）
斉
主
人　

識

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
詩
歌
の
全
体
の
大
意
は
、
嚮
陽
溪
を
開
き
、
領
民
と
と

も
に
春
秋
の
自
然
に
接
し
、「
与
衆
同
楽
」、
つ
ま
り
「
衆
と
楽
し
み
を
同
じ
く

す
る
」た
め
に
、こ
の
嚮
陽
溪
を
拓
く
、と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る（

７
）。「
嚮
陽
溪
」

の
詩
歌
の
最
後
の
部
分
、「
与
衆
同
楽
」
と
あ
る
部
分
が
、
こ
の
詩
で
は
最
も

重
要
な
部
分
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
詮
勝
が
嚮
陽
溪
を
開
園
す
る
際

の
基
本
理
念
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
「
与
衆
同
楽
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
こ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
解

釈
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
与
衆
同
楽
」
と
い
う
考
え
方
は
、
儒
教
の
精
神
、

考
え
方
か
ら
出
た
も
の
で
、
た
と
え
ば
孟
子
な
ど
は
「
古

い
に
し
えの
人
は
民た
み

と
偕と
も

に
楽

し
む
」
と
述
べ
て
い
る（

８
）。
つ
ま
り
、「
古
の
賢
者
は
、
自
分
ひ
と
り
だ
け
の
欲

求
を
求
め
ず
、
民
と
楽
し
み
を
共
に
し
よ
う
と
つ
と
め
る
な
ら
ば
、
国
は
よ
く

治
ま
り
、
王
者
と
な
れ
る
こ
と
は
、
た
や
す
い
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
よ
う

な
考
え
方
で
あ
る
。

　

そ
の
考
え
方
を
実
践
し
た
の
が
、
江
戸
幕
府
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
と
水
戸
偕

楽
園
を
造
営
し
た
水
戸
藩
九
代
藩
主
水
戸
斉
昭
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
東
京
北
区
王
子
一
丁
目
に
、
徳
川
吉
宗
が
開
園

し
た
桜
の
名
所
「
飛あ

す
か鳥

山
」
が
あ
る
。
吉
宗
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）、
こ
の

地
に
桜
の
苗
木
を
二
七
〇
本
、
翌
六
年
に
更
に
千
本
を
植
え
付
け
、
飛
鳥
山
を

庶
民
行
楽
の
地
と
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
吉
宗
は
緑
の
深
い
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飛
鳥
山
を
選
ん
で
桜
を
植
樹
し
、
江
戸
庶
民
の
た
め
の
行
楽
の
地
と
し
た
わ
け

で
あ
る
。
し
か
し
、庶
民
は
（
吉
宗
に
）
遠
慮
し
て
、花
見
に
来
る
者
が
な
か
っ

た
の
で
、
吉
宗
は
「
衆
と
共
に
楽
し
む
意
に
応
せ
す
」（「
飛
鳥
山
碑
始
末
」）

と
し
て
、
飛
鳥
山
に
隣
接
す
る
王
子
権
現
の
別
当
金
輪
院
に
こ
の
地
を
寄
進
し

た
と
い
う
。
し
か
し
、吉
宗
が
飛
鳥
山
の
桜
に
関
し
、「
衆
と
共
に
楽
し
む
」、「
民

と
楽
を
と
も
に
す
」
と
い
う
意
向
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
重
要
な

こ
と
で
あ
る（

９
）。

　

一
方
、
水
戸
の
偕
楽
園
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
七
月
、
水
戸
藩
九
代

藩
主
徳
川
斉
昭
が
開
園
し
た
庭
園
で
、
現
在
は
「
日
本
三
名
園
」
の
一
つ
と
さ

れ
、
桜
の
公
園
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
偕
楽
園
造
営
の
趣
意
を
斉
昭
み

ず
か
ら
書
き
あ
ら
わ
し
た
の
が
「
偕
楽
園
記
碑
文
」
で
あ
る
が
、
そ
の
「
偕
楽

園
記
碑
文
」
に
「
是
れ
（
偕
楽
園
の
開
園
の
こ
と
）
余
が
衆
と
楽
を
同
じ
く
す

る
の
意
な
り
。
因よ

り

て
こ
れ
に
命
じ
て
、
偕
楽
園
と
曰い

ふ
」
と
あ
る（

（（
（

。
つ
ま
り
偕

楽
園
造
園
の
趣
旨
は
、「
衆
と
楽
し
み
を
同
じ
く
す
る
趣
旨
で
造
園
す
る
も
の

で
あ
る
」、
と
し
て
い
る
。
詮
勝
も
吉
宗
の
「
衆
と
共
に
楽
し
む
」、「
民
と
楽

を
と
も
に
す
」
と
い
う
思
想
、
ま
た
水
戸
斉
昭
の
「
衆
と
楽
し
み
を
同
じ
く
す

る
」
と
い
う
趣
旨
を
理
解
し
、「
与
衆
同
楽
」
と
い
う
言
葉
を
嚮
陽
溪
の
開
園

の
理
念
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
鯖
江
の
嚮
陽
溪
が
実
際
、
庶
民
に
ど
の
よ
う
に
親
し
ま
れ
て
い
た

か
み
て
お
き
た
い
と
思
う
。
次
に
引
用
す
る
史
料
（
三
）
は
、
岡
田
健
彦
家

文
書
「
天
文
日
記　

二
」
で
あ
る（

（（
（

。
日
記
の
表
題
か
ら
み
る
と
中
世
の
日
記

の
よ
う
な
印
象
が
あ
る
が
、「
天
文
日
記　

二
」
は
、
当
時
上
梅
浦
の
村
役
人

を
し
て
い
た
岡
田
茂
十
郎
が
記
し
た
日
記
で
、
内
容
と
し
て
は
、
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）一
月
か
ら
同
七
年（
万
延
元
年
）ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
多
分
、「
天

文
日
記　

一
」
も
作
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
記
載
す
る

の
は
、
茂
十
郎
が
開
園
ま
も
な
い
嚮
陽
溪
を
見
物
し
た
時
の
記
事
で
、
安
政
三

年
五
月
の
記
録
で
あ
る
。

◎
史
料
（
三
）

　
　

�

月
燭
楼
へ
行
、
嚮
陽
溪
ヘ
遊
参
（
中
略
）
嚮
陽
溪
ハ
鯖
江
ノ
乾
ニ
当
テ
、

長
白
山
ノ
西
也
、
当
三
月
、
間
部
公
ノ
御
開
地
被
遊
、
山
上
ニ
ハ
東
屋
有
。

御
筆
ノ
額
ニ
春
秋
奇
観
ト
有
。
又
書
画
モ
色
々
カ
ヽ
レ
リ
．
東
ニ
ソ
リ
橋

有
テ
、
茶
店
八
九
軒
、
三
十
三
番
ノ
観
音
堂
ア
ン
チ
ス
。
毎
日
、
文
人
・

墨
客
詩
吟
、
又
娼
妓
ノ
三
弦
越
山
、
第
一
ノ
奇
観
也
。
御
筆
ニ
テ
石
碑
ニ

刻
メ
リ
（
以
下
略
）

　

冒
頭
に
み
え
る
「
月
燭
楼
」
と
は
、茂
十
郎
の
鯖
江
に
お
け
る
定
宿
で
あ
る
。

茂
十
郎
に
よ
れ
ば
、
嚮
陽
溪
は
「
鯖
江
の
西
北
（
乾
）、
長
白
山
（
長
泉
寺
山
）

の
西
に
あ
り
、
安
政
三
年
三
月
、
間
部
詮
勝
が
開
い
た
」
と
し
、
そ
し
て
「
毎

日
、
文
人
・
墨
客
詩
吟
、
又
娼
妓
ノ
三
弦
越
山
、
第
一
ノ
奇
観
也
」
と
あ
る
よ

う
に
、
毎
日
、
文
化
人
は
じ
め
書
や
絵
を
た
し
な
む
人
、
ま
た
詩
吟
を
す
る
人
、

音
楽
を
す
る
人
が
訪
れ
、
三
弦
（
琵
琶
や
和
琴
、
箏
）
の
音
色
が
響
き
わ
た
り
、

そ
こ
は
「
第
一
ノ
奇
観
也
」
つ
ま
り
、
た
い
へ
ん
珍
し
い
風
景
、
雰
囲
気
で
あ

る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
景
観
を
解
す
る
に
は
、貴
重
な
記
録
と
考
え
る
。

つ
ぎ
の
史
料
（
四
）
は
、
詮
勝
が
嚮
陽
溪
の
開
園
に
あ
た
り
、
嫡
男
間
部
詮
實

に
送
っ
た
書
状
で
あ
る（

（（
（

。

◎
史
料
（
四
）

　
　

�

鯖
江
住
居
北
西
之
方
ニ
山
有
之
、
此
之
地
、
風
景
宜
処
ニ
付
、
此
度
、
嚮
陽
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溪
と
碑
銘
相
立
、
銘
文
之
儀
ハ
未
縮
図
出
来
不
申
、
追
而
懸
御
目
候
、
書

画
詩
文
等
懸
候
処
、
出
来
。
衆
人
入
込
候
様
申
付
候
処
、
日
々
遊
人
百
を

以
数
算
候
程
罷
出
、
鯖
江
町
家
寂
寞
之
処
、
此
節
、
急
ニ
賑
々
敷
相
成
候

と
あ
る
。
つ
ま
り
嚮
陽
溪
の
完
成
に
よ
り
、「
毎
日
百
人
余
の
人
出
が
あ
り
、

鯖
江
町
が
急
に
賑
や
か
に
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
、
嚮
陽
溪
が
庶
民
に
も
愛
好
さ

れ
て
い
る
様
子
、
ま
た
、
詮
勝
の
考
え
た
「
与
衆
同
楽
」
の
精
神
が
開
花
し
て

い
っ
た
様
子
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

　

嚮
陽
溪
に
は
桜
や
楓
な
ど
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
樹
木
が
ど
の
よ
う
に
植
え
付
け
ら
れ
た
か
、
そ
の
時
期
は
わ
か
っ
て
い

な
い
。
桜
の
樹
木
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
植
栽
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る

が
、
幕
末
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
「
鯖
江
藩
日
記
」
に
、
宇
野
初
右
衛

門
と
い
う
武
士
が
「
嚮
陽
溪
桜
苗
植
込
場
所
見
廻
り
等
骨
折
候
ニ
付
遣
之
」
と

あ
り
、
そ
の
際
、
宇
野
に
褒
賞
が
与
え
ら
れ
た
、
と
い
う
記
録
が
み
え
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
時
期
に
は
、
す
で
に
嚮
陽
溪
に
桜
が
植
え
ら
れ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
問
題
も
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
開
園
直
後
か
ら
子
ど
も

に
よ
る
嚮
陽
溪
の
桜
木
は
じ
め
植
木
に
対
す
る
悪
戯
が
絶
え
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
藩
で
は
、
た
と
え
ば
「
嚮
陽
溪
御
林
へ
子
供
立
入
、
花
之

枝
折
取
候
も
の
有
之
趣
相
聞
候
ニ
付
、
其
砌
厳
敷
申
付
候
趣
も
有
之
、
其
後
同

所
八
幡
宮
江
御
奉
納
之
桜
苗
御
植
付
相
成
候
、
右
場
所
江
不
立
入
様
親
々
よ
り

急
度
可
申
付
旨
是
又
申
付
置
候
」（
以
下
略
）
と
い
っ
た
触
書
を
出
し
、
取
締

り
を
図
っ
て
い
る（

（（
（

。
ほ
ぼ
同
様
の
触
書
は
幕
末
・
明
治
ま
で
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
原
則
、
子
ど
も
た
ち
は
嚮
陽
溪
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
春
秋
の
自
然
に
接
し
「
与
衆
同
楽
」
と
い
っ
て
も
、
嚮
陽
溪
の

開
園
か
ら
明
治
は
じ
め
ま
で
、
そ
の
維
持
管
理
は
、
な
か
な
か
困
難
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

史
料
（
五
）
は
、
高
田
達
郎
家
文
書
（「
御
用
日
記
」）
か
ら
の
引
用
で
あ
る（

（（
（

。

こ
の
文
書
は
無
年
記
の
記
録
で
あ
る
が
、「
嚮
陽
溪
御
開
ニ
付
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
こ
で
は
安
政
三
年
三
月
の
記
録
と
考
え
て
お
き
た
い
。

◎
史
料
（
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
三
右
兵
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

與
太
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
三
太
郎

　
　
　
　

三
月
晦
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新　

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
右
衛
門

　
　

嚮
陽
溪
御
開
ニ
付
、
肝
煎
申
付

　

こ
の
史
料
（
五
）
に
よ
れ
ば
、
嚮
陽
溪
が
開
園
さ
れ
た
の
で
、
太
三
右
兵
門

以
下
八
名
の
者
が
肝
煎
り
を
申
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
肝
煎
と

は
何
か
、
任
命
し
た
の
は
誰
か
、
任
命
さ
れ
た
人
々
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
立

場
の
人
な
の
か
、
そ
の
任
務
や
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
観
点
で
選
ば
れ
た
か
、

な
ど
全
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
ど
う
や
ら
嚮

陽
溪
を
管
理
す
る
肝
煎
、
つ
ま
り
中
心
的
人
物
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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二　

嚮
陽
溪
の
開
拓

　

と
こ
ろ
で
、
嚮
陽
溪
の
開
拓
は
鯖
江
藩
七
代
藩
主
間
部
詮
勝
の
手
に
よ
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
詮
勝
に
よ
る
嚮
陽
溪
の
開
拓
の
実

際
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
い
く
つ
か
の
史
料
に
よ
り
検
討
し

て
お
き
た
い
。

　

は
じ
め
に
、
史
料
（
六
）
の
桑
原
喬
家
所
蔵（

（（
（

か
ら
検
討
し
て
お
き
た
い
。

◎
史
料
（
六
）

　
　

�

殿
様
、
明
九
日
、
長
泉
寺
山
よ
り
有
定
川
原
筋
へ
御
出
御
座
候
段
御
沙
汰

有
之
候
間
、
其
村
内
掛
之
分
掃
除
等
之
義
申
付
、
万
端
不
都
合
無
之
様
取

計
ひ
可
致
候
、
以
上

　
　
　
　
　

九
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
原
武
右
衛
門
様　

御
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
鯖
江
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋

　

す
な
わ
ち
、
詮
勝
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）、
参
勤
を
終
え
八
月
七
日
に

江
戸
を
発
し
、
東
海
道
を
上
っ
て
こ
の
月
二
十
一
日
鯖
江
に
帰
国
し
て
い
る

が（
（（
（

、
史
料
（
六
）
に
よ
れ
ば
、
鯖
江
に
着
い
た
詮
勝
は
、
帰
国
し
て
一
か
月
も

た
た
な
い
う
ち
、
つ
ま
り
、
同
年
九
月
九
日
に
長
泉
寺
山
か
ら
有
定
川
原
に
出

向
い
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
嚮
陽
溪
の
開
拓
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に

思
え
て
な
ら
な
い
。

　

つ
い
で
、
史
料
（
七
）
の
加
藤
新
左
衛
門
家
文
書（

（（
（

で
は
、
詮
勝
が
長
泉
寺
山

（
御
建
山
）
の
開
発
を
命
じ
た
こ
と
を
記
す（

（（
（

。

◎
史
料
（
七
）

　
　

�（
安
政
三
年
）
三
月
九
日
、
御
作
事
御
役
所
よ
り
御
用
之
義
被
仰
遣
候
ニ

付
罷
出
承
リ
候
処
、
御
普
請
御
奉
行
様
よ
り
被
仰
渡
候
は
、
先
達
て
殿
様

御
達
山
御
遊
山
之
節
、
板
取
山
之
場
所
ニ
於
て
御
覧
御
場
所
御
好
被
為
遊

候
ニ
付
、
地
な
ら
し
致
候
様
、
其
御
筋
よ
り
被
仰
聞
候
処
（
以
下
略
）、

と
あ
る
が
、
つ
ま
り
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
三
月
九
日
に
は
長
泉
寺
山
の

開
発
を
命
じ
、
長
泉
寺
山
の
「
板
取
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
一
帯
で
好
ま
し
い

空
間
を
発
見
し
、「
地
な
ら
し
」
を
行
う
よ
う
命
じ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
板
取

山
一
帯
の
開
発
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
史
料
（
八
）
加
藤
新
左
衛
門

家
文
書（

（（
（

で
は
長
泉
寺
山
の
開
発
に
関
し
、
西
鯖
江
村
・
有
定
村
か
ら
人
足
を
差

し
出
す
よ
う
命
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

◎
史
料
（
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　

一
人
足
弐
拾
壱
人　
　
　
　
　

西
鯖
江
村

　
　

一
人
足
拾
六
人　
　
　
　
　
　

有
定
村

　
　

〆
三
拾
七
人

　
　
　
　

壱
人
ニ
付
米
三
合
ツ
ゝ
被
下

　
　
　
　

�

右
は
、
今
般
御
建
山
御
開
発
被
遊
候
付
、
右
御
山
へ
有
定
河
原
よ
り

石
持
人
足
書
面
之
通
被
仰
付
候
間
人
足
付
記
置
者
也
。

　
　
　
　
　
　

辰
四
月
十
二
日

　
　
　
　

�
右
人
足
御
頼
ニ
付
為
焚
出
人
足
壱
人
ニ
米
三
合
ツ
ゝ
被
下
置
候
様
、

郷
司
松
蔵
様
よ
り
被
仰
聞
候
、四
月
十
一
日
御
次
御
用
ニ
而（
以
下
略
）

　

こ
の
史
料
（
八
）
で
は
、
近
郷
の
西
鯖
江
村
か
ら
二
一
人
、
有
定
村
か
ら
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竹
内　
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
考

一
六
人
の
人
足
が
駆
り
出
さ
れ
、
有
定
川
原
か
ら
石
な
ど
が
運
び
込
ま
れ
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。
開
発
と
い
っ
て
も
、「
土
持
」
工
事
と
い
っ
て
、
土
や
石
を

運
ぶ
簡
単
な
工
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
嚮
陽
溪
の
開
拓
に
関
し
『
鯖
江

郷
土
誌
』
は
、「
諸
大
名
が
競
っ
て
自
己
の
庭
園
に
万
金
を
投
じ
て
誇
る
時
代

に
、
詮
勝
公
は
独
り
領
民
と
共
に
楽
し
み
た
い
と
の
念
願
か
ら
、
冗
費
を
投
ぜ

ず
、
自
ら
労
役
に
服
し
、
家
臣
と
共
に
嚮
陽
溪
を
創
設
し
た
」
と
記
し
、
詮
勝

も
自
ら
鍬
や
鋤
を
持
ち
、
工
事
の
陣
頭
に
た
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
の
と
こ
ろ
は
、
や
や
誇
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
詮
勝
が
自
ら

労
役
に
服
し
、
家
臣
と
共
に
嚮
陽
溪
を
開
発
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
史
料
が

な
く
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（（
（

。

　

次
に
、
史
料
（
九
）
は
、
昭
和
の
記
録
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
七
月
、
鯖
江

青
年
団
団
長
宅
を
会
場
と
し
「
懐
旧
座
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
嚮
陽
溪

の
開
拓
が
話
題
と
な
り
、そ
の
時
の
記
録
が
鯖
江
青
年
団
の
『
団
報
』（
第
七
号
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
表
題
に
は
、「
懐
旧
座
談
会
」
と
あ
っ
て
、「
む
か
し
の

わ
か
い
し
ゅ
う
に
、
も
の
を
き
く
か
い
」
と
ル
ビ
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
要
す

る
に
、
古
老
か
ら
昔
話
を
聞
く
会
の
こ
と
で
、
こ
の
会
は
二
回
開
催
さ
れ
て
い

た
模
様
で
あ
る
。
こ
の
日
の
座
談
会
の
出
席
者
は
、
井
波
五
郎
氏
、
植
田
命
光

氏
、
田
井
政
権
氏
、
田
代
多
橘
氏
、
窪
田
喜
三
郎
氏
な
ど
一
三
名
で
、
そ
の
当

時
の
文
化
人
、
郷
土
史
家
な
ど
、
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
と
い
え
る
の
で
あ

る
が
、
明
治
は
じ
め
に
生
ま
れ
た
人
々
の
嚮
陽
溪
の
開
拓
、
景
観
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
で
、
な
か
な
か
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
一
部

を
紹
介
し
て
お
く
（
原
文
の
ま
ま
）。

◎
史
料
（
九
）

　
　

団
長　

�

松
堂
さ
ん
の
話
の
序
に
嚮
陽
溪
の
梅
林
に
付
い
て
お
話
し
願
ひ
ま

す
。
溪
は
何
時
頃
迄
あ
っ
た
も
の
で
す
か
。

　
　

田
井　

�

私
は
明
治
八
年
生
で
す
が
、
十
一
歳
位
の
時
に
石
を
下
し
た
の
を

覚
え
て
ゐ
ま
す
。

　
　

高
橋　

�

あ
の
石
は
、
新
庄
か
ら
出
た
ら
し
い
。
梅
園
は
安
政
三
年
に
出
来

た
の
だ
か
ら
、
井
波
さ
ん
は
御
存
知
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　

井
波　

�

松
林
や
桃
林
、
紅
白
の
梅
林
が
あ
っ
て
七
廻
り
と
云
っ
て
、
七
廻

り
し
て
八
幡
様
へ
詣
る
や
う
に
し
て
あ
っ
た
。
そ
し
て
東
京
か
ら

わ
ざ
〳
〵
梅
の
木
を
移
し
て
来
て
、
今
の
な
ん
で
す
。
あ
ま
池
の

周
り
に
植
え
さ
せ
ら
れ
た
。
池
は
非
常
に
大
き
く
、
東
が
中
島
さ

ん
の
所
で
し
た
。
橋
は
東
の
方
が
赤
橋
で
大
き
く
、
西
の
方
は
白

木
で
し
た
。
三
月
に
な
る
と
屋
形
船
を
出
し
て
西
家
中
の
若
衆
が

三
味
線
を
弾
い
た
り
、士
族
の
若
者
が
踊
っ
て
、仲
々
盛
ん
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

団
長　

西
山
の
造
ら
れ
た
の
は
何
時
頃
で
し
た
か
。

　
　

井
波　

私
は
よ
く
知
り
ま
せ
ん
が
。

　
　

木
村　

�

松
堂
さ
ん
が
嘉
永
十
一
年
に
老
中
を
水
野
越
前
守
に
譲
ら
れ
て
、

十
五
年
遊
ん
で
、
又
老
中
に
な
ら
れ
た
。
そ
の
十
五
年
遊
ん
で
ゐ

ら
れ
た
間
に
作
ら
れ
た
。
私
の
親
は
自
分
が
見
て
き
た
よ
う
に

云
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
山
に
用
ひ
る
石
な
ど
は
新
庄
の
三
田
村
八

高
さ
ん
の
所
で
見
立
て
ゝ
は
取
っ
て
来
ら
れ
、山
へ
上
げ
る
に
は
、

鉢
巻
を
し
、
木
遣
音
頭
で
町
民
に
上
げ
さ
せ
、
上
で
殿
様
が
御
覧
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に
な
っ
て
居
り
、
祝
に
囃
方
な
ど
も
や
り
、
町
民
は
皆
面
白
く
、

楽
し
ん
で
仕
事
を
し
た
さ
う
で
す
。

　
　

田
代　

�

何
ん
で
も
、
土
木
費
を
余
り
か
け
ず
に
仕
上
げ
る
方
針
で
、
藩
士

が
土
木
の
方
を
行
っ
た
。
今
の
石
碑
な
ん
か
も
彫
刻
は
素
人
が
刻

ん
だ
ら
し
い
。

　
　

木
村　

そ
れ
で
商
人
も
皆
が
出
て
、
手
伝
っ
た
さ
う
で
す
。

　
　

田
代　

�

そ
れ
を
壊
し
た
の
は
実
に
惜
い
し
、
広
重
の
木
版
の
や
う
な
の
が

あ
っ
た
と
思
は
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
略
）

　
『
団
報
』
に
は
以
上
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
嚮
陽
溪
の
開
発
に
関
し
て
、

今
日
の
私
達
に
は
知
ら
な
い
こ
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
も
の
と
考

え
る

　

明
治
以
降
、
つ
ま
り
近
代
の
嚮
陽
溪
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

維
新
期
の
動
乱
か
ら
、
そ
の
後
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
鯖
江
の
街
も
大
き
な
変

容
を
と
げ
る
こ
と
に
な
る
。と
く
に
士
族
の
離
散
は
都
市
の
衰
退
現
象
を
招
き
、

嚮
陽
溪
も
一
時
荒
廃
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
二
年
二
月
に

は
、
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
鯖
江
町
が
成
立
し
、
嚮
陽
溪
は
「
町
立
嚮
陽
公
園
」

と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
前
記
近
藤
の
詩
歌
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
公
園
の
荒

廃
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
大
正
三
年
に
な
る
と
、
大
正
天
皇
の
即
位
記
念
事
業
、
所
謂
「
御

大
典
記
念
」の
事
業
が
全
国
規
模
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
御
大
典
記
念
事
業
は
、

県
・
郡
・
市
町
村
、
学
校
、
寺
社
、
各
種
団
体
な
ど
を
主
体
に
、
た
と
え
ば
、

基
本
林
の
造
成
、
植
樹
、
道
路
の
開
墾
、
橋
の
改
修
、
図
書
館
や
博
物
館
の
建

設
、
郡
誌
や
村
是
の
編
さ
ん
、
そ
し
て
公
園
の
整
備
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て

事
業
が
計
画
さ
れ
、
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
鯖
江
町
で
は
、
嚮
陽

公
園
の
造
園
整
備
が
実
施
さ
れ
、
町
民
総
出
に
よ
る
修
複
が
行
わ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
広
場
の
造
営
、
中
腹
東
側
に
は
瓢
箪
池
や
藤
棚
の
設
置
、
全
山

に
桜
を
植
え
、県
下
で
も
指
折
り
の
桜
の
名
所
と
な
り
、こ
の
頃
、「
西
山
公
園
」

と
称
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
の
史
料
（
一
〇
）
は
、『
福
井
新
聞（

（（
（

』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

◎
史
料
（
一
〇
）

　
　

�

鯖
江
に
お
け
る
桜
花
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
ゐ
る
嚮
陽
公
園
（
通
称

西
山
）
は
、
そ
の
昔
、
安
政
年
間
第
八
代
の
鯖
江
藩
公
間
部
詮
勝
に
よ
っ

て
造
ら
れ
た
大
名
庭
園
で
あ
っ
た
が
、
町
が
廃
藩
後
無
償
譲
受
け
て
公
園

と
し
、
総
面
積
一
町
歩
に
桜
樹
約
五
百
本
を
植
樹
、
角
力
場
や
遊
戯
場
な

ど
も
設
け
て
か
ら
、
町
民
は
も
ち
ろ
ん
県
下
各
地
の
人
々
も
鯖
江
を
訪
へ

ば
、
一
度
は
杖
を
曳
く
と
い
ふ
由
緒
の
地
だ
。
然
し
一
瞬
の
遊
閑
も
許
さ

ぬ
苛
烈
極
ま
る
戦
局
は
、
こ
の
遊
園
地
を
も
戦
列
へ
と
推
し
進
め
た
の
で

あ
る
。
数
十
年
を
経
た
老
松
も
綻
ひ
初
む
る
桜
樹
、
い
ま
町
の
防
空
壕
資

財
の
た
め
に
、ま
た
燃
料
自
給
に
町
民
の
勤
報
隊
の
手
で
伐
り
出
さ
れ
る
。

そ
の
跡
地
や
角
力
場
に
は
す
で
に
下
深
江
・
下
小
路
の
両
町
内
会
員
が
菜

園
に
五
反
歩
を
活
用
す
べ
く
、
い
ま
老
若
男
女
の
群
が
馬
鈴
薯
豆
な
ど
食

料
増
産
の
鍬
を
揮
っ
て
ゐ
る
（
以
下
略
）。

　

つ
ま
り
、
昭
和
の
戦
時
期
に
は
西
山
公
園
内
の
樹
木
が
防
空
壕
の
資
材
に
さ

れ
た
こ
と
、
ま
た
燃
料
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
跡
地
に
菜
園
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
嚮
陽
溪
（
西
山
公
園
）
に
も
暗
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竹
内　
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
考

い
時
代
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

三　

浮
世
絵
風
景
画
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
に
つ
い
て

　

間
部
詮
勝
が
拓
い
た
嚮
陽
溪
の
景
観
は
浮
世
絵
風
景
画
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪

真
景
」
の
図
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
一
）。
こ
の
「
越
州
鯖
江
嚮

陽
溪
真
景
」
の
絵
画
は
、
初
代
ま
た
は
二
代
目
歌
川
広
重
の
作
と
考
え
ら
れ
、

嚮
陽
溪
が
開
園
し
た
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
頃
の
作
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
す
な

わ
ち
、
嚮
陽
溪
開
園
ま
も
な
い
頃
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、「
ど

の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
風
景
画
が
出
版
さ
れ
た
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み

た
い
。
こ
の
問
題
の
回
答
を
出
す
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
難
し
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
筆
者
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。

　

浮
世
絵
風
景
画
な
ど
の
出
版
に
あ
た
っ
て
は
、
版
元
（
出
版
社
）
が
売
れ
筋

な
ど
を
考
え
て
、
絵
師
に
題
材
を
与
え
て
書
か
せ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
と
は
別
に
絵
師
の
ほ
う
か
ら
自
作
の
作
品
を
版
元
に
売
り
込
む
と
い

う
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
、
版
元
と
し

て
は
、
投
資
し
た
資
本
を
回
収
し
、
さ
ら
に
利
潤
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
絵
画
（
浮
世
絵
）
を
出
版
す
る
か
は
版
元
に
と
っ
て
重

要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
方
を
題
材
と
し
た
浮
世
絵
風
景
画
は
、
お
土

産
品
と
し
て
根
強
い
人
気
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、こ
う
し
た
作
品
も
多
く
企
画
・

出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
の
場
合
で
あ
る
が
、江
戸
の
版
元
が
、「
越

前
鯖
江
の
嚮
陽
溪
開
園
の
噂
を
聞
き
つ
け
、
そ
の
浮
世
絵
風
景
画
の
出
版
を
企

画
し
、
当
時
著
名
だ
っ
た
浮
世
絵
師
歌
川
広
重
に
そ
の
制
作
を
依
頼
し
た
」
と

み
る
べ
き
よ
り
も
、
現
時
点
で
は
他
か
ら
特
別
に
依
頼
が
あ
っ
て
作
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
の
図
中
「
落
款
」

の
部
分
に
「
應
需
」
あ
る
こ
と
か
ら
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
應
需
」
と
い
う

の
は
、「
要
求
に
応
じ
る
」
と
か
「
求
め
に
応
じ
て
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る

の
で
あ
る
が
、
嚮
陽
溪
の
絵
画
を
描
く
こ
と
を
要
求
し
た
の
は
、
果
た
し
て
誰

で
あ
っ
た
の
か
、
疑
問
が
で
て
く
る
。
ま
た
、
改
印
（
検
閲
印
）
も
な
い
の
で

売
り
物
用
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。こ
の
図
は
通
常
よ
り
も
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、

特
注
品
の
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。
表
題
も
「
越
州
」
と
し
て
い
る
点
、
つ
ま

り
、
ひ
ろ
い
範
囲
に
配
る
こ
と
を
意
識
し
て
作
っ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
は
、
嚮
陽
溪
の
開
園
を
祝
い

製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
た
と
え
ば

今
日
で
い
う
「
鯖
江
を
Ｐ
Ｒ
す
る
」
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
・
絵

葉
書
な
ど
と
同
様
の
も
の
と
み
て
よ
い
、
と
考
え
た
い
。
普
通
の
浮
世
絵
風
景

画
よ
り
大
き
い
こ
と
か
ら
み
て
、
お
菓
子
・
お
土
産
品
な
ど
の
包
装
紙
で
は
な

い
か
、
と
の
説
も
あ
り
有
力
で
あ
る（

（（
（

。

　

さ
て
、
こ
の
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
の
作
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
初
代

ま
た
は
二
代
目
歌
川
広
重
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
作
品
の
落
款

に
「
應
需　

広
重
写
」・「
立
斎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
初
代
広
重
な
の
か
、
二
代
目
の
広
重
な
の
か
、
実
は
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
。
初
代
と
二
代
目
の
違
い
で
あ
る
が
、
落
款
と
印
章
が
同
じ
な
の
で
、
画
風

と
か
筆
致
か
ら
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
巻
一
号

問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
は
、
画
全
体
の
作

風
（
表
現
）・
筆
致
か
ら
考
え
て
、
初
代
歌
川
広
重
の
作
と
す
る
説
が
有
力
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
の
図
が
、
本
当
に
初
代
歌
川

広
重
の
手
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
か
、
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
画
中
の
題
字
に
「
真
景
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

「
真
景
」と
は「
実
際
に
み
た
」、「
実
際
に
景
色
を
見
て
描
い
た
」と
い
う
意
味
で
、

こ
の
言
葉
か
ら
み
れ
ば
、
広
重
が
実
際
に
鯖
江
を
訪
れ
て
こ
の
絵
を
描
い
た
、

と
い
う
意
味
に
な
る
。
し
か
し
、
広
重
は
嚮
陽
溪
開
園
時
に
は
六
〇
歳
で
あ
っ

た
か
ら
、
高
齢
と
い
え
ば
、
高
齢
で
あ
る
。
そ
の
上
、
当
時
、
広
重
は
「
江
戸

名
所
百
景
」
と
い
う
大
作
に
取
り
組
ん
で
お
り
江
戸
を
離
れ
る
こ
と
は
、
物
理

的
に
無
理
な
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
広
重
は
、
嚮
陽
溪
開
園
後
の
安
政
五

年
（
一
八
五
八
）
九
月
六
日
、
江
戸
で
流
行
し
て
い
た
コ
レ
ラ
で
死
亡
し
て
い
る

（
六
二
歳
）。
こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
、
高
齢
の
広
重
が
嚮
陽
溪

開
園
時
に
越
前
国
鯖
江
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
に
ち
か
い
こ
と

と
考
え
る
も
の
で
、
実
際
、
初
代
広
重
が
来
鯖
し
た
と
い
う
記
録
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
が
、
し
か
し
、
初
代
広
重
に
は
、
越
前
・
若
狭
を
題
材
、
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。「
六
十
余
州
名

所
図
絵　

越
前
敦
賀
気
比
ノ
松
原
」・「
六
十
余
州
名
所
図
絵　

若
狭
漁
船
）
鰈

網
」（
と
も
に
嘉
永
六
年
（
一
八
三
五
）
作
）、「
山
海
見
立
相
撲　

越
前
湯
ノ
尾
峠
」

（
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
作
）
と
い
っ
た
作
品
で
、
広
重
に
は
、
こ
う
し
た
作

品
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
越
前
・
若
狭
に
や
っ
て
来
て
作
品
を
書
い

た
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
絵
師
は
、
各
地
の
絵
を
多
く
残

し
て
い
る
が
、
実
際
に
旅
し
て
描
く
こ
と
は
な
く
、
様
々
な
下
絵
・
種
本
を
参

考
に
し
て
、
本
当
の
絵
は
、
江
戸
で
制
作
す
る
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
画
稿
・
種
本
を
得
る
、
と
い
っ
て
も
、
情
報
の
収
集
な
ど
一
苦
労

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
広
重
は
実
際
に
嚮
陽
溪
に
は
来
て
い
な
い
（
嚮
陽
溪
を

見
て
い
な
い
）
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
嚮
陽
溪
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
し

て
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
下
絵
・
画
稿
を
得

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
嚮
陽
溪
の
中
央
に
は
嚮
陽
山
な
る
山
が
あ
り
、

そ
の
東
南
に
は
玩
月
峰
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
東
方
に
は
東
山
が
あ
っ
て
、
さ
ら

に
嚮
陽
溪
の
中
央
に
は
貴
美
子
賀
池
と
い
う
大
池
が
あ
り
、
こ
の
池
の
畔
に
は

茶
屋
が
あ
っ
て
梅
林
や
楓
、
松
木
な
ど
が
点
在
し
て
い
る
、
嚮
陽
溪
の
碑
文
が

あ
り
、
踏
雲
橋
と
い
う
す
ば
ら
し
い
橋
が
あ
る
、
と
い
っ
た
情
報
を
ど
う
い
う

方
法
で
入
手
し
た
の
か
、
考
え
る
べ
き
問
題
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
図
の
下
絵
・
画
稿
の
可
能
性
が
あ
る

作
品
が
、
東
京
浮
世
絵
太
田
記
念
美
術
館
（
東
京
都
渋
谷
区
）
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
（
図
二（

（（
（

）。
そ
れ
が
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
之
図
」
と
題
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
絵
画
は
、肉
筆
の
絵
で
、絵
を
描
い
た
画
家
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、（
初

代
）
広
重
と
さ
れ
て
い
る
。
本
図
が
広
重
作
で
あ
る
な
ら
ば
、「
越
州
鯖
江
嚮
陽

溪
真
景
」
の
図
も
広
重
作
の
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
之

図
」
と
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
を
比
較
す
る
と
、表
題
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
太
田
記
念
美
術
館
の
も
の
は
、
表
題
が
「
嚮
陽
溪
之
図
」
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
構
図
は
全
く
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
画
中
に
お
い
て
中
央
の
嚮
陽
山
や
府
中
の
街
並
み
な
ど
の
短
冊
銘
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考

図一「越州鯖江嚮陽溪真景」（鯖江市まなべの館提供）
近世当初に刷られたものではなく昭和 40年代に刷られたものである。

図二「越州鯖江嚮陽溪之図」（「越州鯖江嚮陽溪真景」の画稿か）
浮世絵太田記念美術館編『歌川広重 肉筆画の世界―天童広重を中心に―』から転載。
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六
十
巻
一
号

（
文
字
情
報
）
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も（

（（
（

、本
図
が
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」

の
図
の
画
稿
（
下
絵
）
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
絵
画
を
ど
う
考

え
る
か
、
今
後
専
門
的
に
調
査
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
明
治
大
学
図
書
館
（
蘆
田
文
庫
古
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
所
蔵
「
越

州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
の
図
は
、
近
世
段
階
に
摺
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
い（

（（
（

。
近
世
段
階
で
摺
ら
れ
た
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
の
絵
画
は

明
治
大
学
「
蘆
田
文
庫
古
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
所
蔵
品
以
外
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
蘆
田
文
庫
古

地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
歴
史
地
理
学
者
で
あ
る
蘆
田
伊こ

れ

人と

（
一
八
七
七
～

一
九
六
〇
）
が
遺
し
た
文
庫
で
あ
る
。
蘆
田
伊
人
は
、
福
井
県
の
出
身
。
明
治

十
年
（
一
八
七
七
）
の
生
ま
れ
で
、
祖
父
（
十
左
衛
門
）
は
福
井
藩
勘
定
奉
行
、

父
（
碩
）
は
福
井
藩
藩
校
明
新
館
教
授
（
後
福
井
県
第
三
師
範
学
校
漢
学
教
授
）

で
あ
っ
た
。
伊
人
が
収
集
し
た
蘆
田
文
庫
の
古
地
図
類
は
、
世
界
全
図
や
日
本

全
図
と
い
っ
た
広
域
的
な
も
の
か
ら
、
城
郭
の
平
面
図
、
寺
社
境
内
・
名
所
案

内
図
の
よ
う
な
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
の
図
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
そ

の
種
類
も
江
戸
時
代
の
国
絵
図
・
村
絵
図
・
道
中
図
・
鳥
瞰
図
な
ど
の
ほ
か
、

明
治
時
代
以
降
の
地
質
図
を
は
じ
め
各
種
の
主
題
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
初
期
の
一
七
世
紀
半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
、
三
百
年
に
わ
た
る
も

の
で
あ
る
が
、
と
く
に
幕
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
、
国
土
が
急
激
に
変

貌
し
、
地
図
の
作
製
法
、
表
現
法
も
ま
た
急
激
に
変
化
し
て
い
っ
た
時
期
の
も

の
が
多
い
こ
と
な
ど
、
稀
有
な
古
地
図
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
、
そ
れ
故
、

こ
の
蘆
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
近
世
段
階
に
摺
ら
れ
た
「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」

の
絵
画
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

お 

わ 

り 

に

　
「
鯖
江
藩
日
記
」（
文
久
元
年
十
二
月
二
十
八
日
条
）
に
嚮
陽
溪
の
絵
図
を
描

き
、
褒
錫
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
み
ら
れ
る
。
文
久
元
年
と
い
え

ば
、
嚮
陽
溪
が
開
園
し
て
か
ら
四
・
五
年
後
に
あ
た
る
が
、
そ
の
記
録
と
は

　
　

鳥
目
三
百
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

辰
三
郎

　
　
　

嚮
陽
溪
絵
図
面
等
仕
立
骨
折
候
ニ
付
、
遣
之

と
あ
る
。
た
い
へ
ん
短
い
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
い
ま
の

段
階
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
要
す
る
に
、
村
田
辰
三
郎
と
い
う
家
臣
が
「
嚮
陽

溪
の
絵
図
面
等
を
仕
立
て
た
の
で
、「
鳥
目
三
百
文
」
が
与
え
ら
れ
た
、
と
記

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
村
田
は
嚮
陽
溪
の
絵
図
面
等
を
仕
立
て
た
の
で
褒
美
と
し
て
、

金
子
が
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、そ
の
村
田
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、「
鯖

江
藩
御
家
人
帳
」
に
そ
の
名
が
で
て
い
る
。
安
政
六
年
一
月
段
階
で
、
地
方
物

書
で
あ
る（

（（
（

。「
御
家
人
帳
」
に
は
絵
を
書
い
た
と
か
、
絵
師
で
あ
る
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
村
田
の
仕
立
て
た
「
嚮
陽
溪

の
絵
」
な
る
も
の
が
、
今
後
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
多
分
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

し
か
し
、
ど
う
い
う
絵
で
あ
っ
た
の
か
、
興
味
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　

付
記

　

本
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
一
日
、
鯖
江
市
文
化
会
議
新
年
会
講
演
に
基

づ
く
も
の
で
す
。
講
演
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
鯖
江
市
文
化
会
議
の
皆

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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註（
１
）
近
藤
直
一
の
吉
田
郡
長
・
丹
生
郡
長
・
今
立
郡
長
・
遠
敷
郡
長
在
任
期
間
に
つ
い
て
は
、

野
坂
訓
由
「
福
井
県
の
郡
長
」（『
県
史
資
料
』
四
号
）
を
参
照
。

（
２
）「
看
嚮
陽
溪
図
有
感
」
の
解
読
は
、
前
川
幸
雄
「『
嚮
陽
溪
』『
嚮
陽
溪
記
』
及
び
『
看

嚮
陽
溪
図
有
感
』
の
注
釈
」（『（
鯖
江
郷
土
誌
懇
談
会
）
会
誌
』
一
三
号
）
に
よ
っ
た
。

（
３
）「
庚
子
の
初
夏
」
と
は
、
明
治
三
十
三
年
初
夏
。
青
柳
柳
涯
は
、
旧
鯖
江
藩
士
青
柳

宗
治
の
こ
と
。
柳
涯
は
そ
の
号
。

（
４
）「
梅
塢
」
は
近
藤
直
一
の
号
で
あ
る
。

（
５
）「
越
州
鯖
江
嚮
陽
溪
真
景
」
の
版
木
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
か
、
そ
の
経
過

に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
６
）『
鯖
江
志
』
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
鯖
江
藩
五
代
藩
主
間
部
詮
凞
の
招
聘
に

応
じ
、
京
都
か
ら
き
て
、
藩
儒
と
な
っ
た
芥
川
元
澄
（
子
泉
・
思
堂
）
に
よ
り
編
纂
さ

れ
た
鯖
江
に
関
す
る
地
誌
書
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
の
刊
行
。『
鯖
江
市
史
』（
別
巻
）

地
誌
類
編
な
ど
に
所
収
。

（
７
）
こ
の
嚮
陽
溪
の
碑
文
に
つ
い
て
の
解
釈
な
ど
は
前
掲
註
（
２
）
参
照
。

（
８
）
孟
子
『
梁
恵
王
章
句
』（
下
）
に
「
与
民
同
楽
」
の
語
が
あ
る
。

（
９
）
小
林
宏
「
徳
川
吉
宗
の
法
と
創
造
」（
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
『
法
文
化

の
な
か
の
創
造
性
』
創
文
社
）
を
参
照
。

（
⓾
）
安
見
隆
雄
著
『
水
戸
斉
昭
の
「
偕
楽
園
記
」
碑
文
（
水
戸
の
碑
文
シ
リ
ー
ズ
五
）』（
水

戸
史
学
会
・
錦
正
社
）
を
参
照
。

（
⓫
）丹
生
郡
越
前
町
梅
浦
岡
田
健
彦
家
文
書
。福
井
県
文
書
館
撮
影
文
書
に
拠
っ
た
。な
お
、

小
泉
義
博「
岡
田
茂
十
郎
日
記
と『
た
け
ふ
』」（『
武
生
市
史
編
纂
だ
よ
り
』一
八
号
）参
照
。

（
⓬
）
間
部
安
房
守
文
庫
（『
待
月
亭
謾
筆
』
巻
一
六
）
に
掲
載
。

（
⓭
）『
鯖
江
市
史
』（
藩
政
史
料
編
）
所
収
文
書
。

（
⓮
）
鯖
江
市
本
町
高
田
達
郎
家
所
蔵
「
庄
屋
日
記
」。

（
⓯
）
鯖
江
市
桜
町
桑
原
喬
家
所
蔵
「
庄
屋
日
記
」。

（
⓰
）
鯖
江
藩
主
の
参
勤
交
代
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
鯖
江
藩
の
成
立
と
展
開
』
参
照
。

（
⓱
）
鯖
江
市
桜
町
加
藤
新
左
衛
門
家
所
蔵
「
庄
屋
日
記
」。

（
⓲
）
明
治
二
十
五
年
・
二
十
六
年
成
立
の
鯖
江
に
関
す
る
地
誌
書
（「
さ
む
し
ろ
」）
に
「
嚮

陽
山
（
一
名
城
ヵ
峯
、
又
御
建
山
、
俗
ニ
焼
餅
山
ト
云
フ
）
王
北
ニ
在
リ
、
玩
月
峰
（
一

名
西
山
、又
鼠
ヵ
崎
）
其
西
ニ
続
キ
、東
山
（
一
名
猿
ヶ
鼻
）
金
比
羅
山
其
東
ニ
連
リ
（
以

下
略
す
）」
と
あ
る
か
ら
こ
の
周
辺
が
嚮
陽
溪
の
範
囲
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
従
っ
て
、

長
泉
寺
山
と
は
御
建
山
と
も
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
⓳
）
前
掲
註
（
⓱
）
の
史
料
。

（
⓴
）
間
部
詮
勝
が
嚮
陽
溪
の
造
園
に
あ
た
り
、
自
ら
工
事
の
陣
頭
に
た
っ
た
と
し
て
い
る

記
録
と
し
て
、
五
代
鯖
江
町
長
曽
我
祐
利
（
曽
我
鶴
亭
と
も
、
安
政
元
年
八
月
生
ま
れ
）

の
「
嚮
陽
溪
記
」
が
あ
る
。
昭
和
三
十
年
刊
の
『
鯖
江
郷
土
誌
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

な
お
前
掲
註
（
２
）
参
照
。

（
㉑
）
鯖
江
青
年
団
『
団
報
』
は
鯖
江
市
ま
な
べ
の
館
所
蔵
。

（
㉒
）『
福
井
新
聞
』
昭
和
二
十
年
四
月
十
六
日
付
。
本
史
料
は
『
鯖
江
市
史
』
第
八
巻
近

現
代
編
Ⅱ
に
所
収
。

（
㉓
）
歌
川
広
重
は
、
江
戸
末
期
の
浮
世
絵
師
。
幕
府
の
定
火
消
同
心
安
藤
源
右
衛
門
の
一

子
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
一
三
歳
の
時
、
両
親
を
相
次
い
で
失
い
、
家
督
を
相
続

し
た
。
つ
い
で
間
も
な
く
同
八
年
こ
ろ
歌
川
豊
国
に
学
ぼ
う
と
し
た
が
、
門
人
多
数
の

た
め
断
わ
ら
れ
、
歌
川
豊
広
に
入
門
し
広
重
の
画
号
を
得
た
。
な
お
、
広
重
に
は
二
代
・

三
代
が
あ
る
。
い
す
れ
も
初
代
の
門
人
で
、こ
の
う
ち
二
代
広
重
は
初
名
を
重
宜
と
い
い
、

師
の
女
婿
と
な
っ
て
そ
の
没
後
二
代
を
つ
い
だ
が
、
不
縁
と
な
っ
て
、
安
藤
家
を
去
り
、

の
ち
「
喜
斉
立
祥
」
と
改
め
て
い
る
。

（
㉔
）
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
鯖
江
市
教
育
委
員
会
文
化
課
前
田
清
彦
氏
お
よ
び
鯖
江

市
文
化
財
調
査
委
員
会
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
㉕
）
東
京
浮
世
絵
太
田
記
念
美
術
館
編
『
歌
川
広
重 

肉
筆
画
の
世
界
―
天
童
広
重
を
中

心
に
―
』
所
収
の
絵
画
に
よ
る
。
こ
の
画
は
縦
三
三
．五
セ
ン
チ
、
横
四
七
．一
セ
ン
チ
。
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六
十
巻
一
号

二
枚
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
た
画
が
一
枚
に
貼
り
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
画
に
関
し

て
は
、
同
館
の
赤
木
美
智
氏
、
日
野
原
健
司
氏
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
㉖
）
短
冊
銘
が
無
記
入
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
度
々
み
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
空
欄
が
み

ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。

（
㉗
）「
蘆
田
文
庫
古
地
図
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
閲
覧
で
は
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の

村
松
玄
太
・
阿
部
裕
樹
両
氏
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

（
㉘
）
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
発
行
『
蘆
田
文
庫
目
録　

古
地
図
編
』
参
照
。

（
㉙
）『
鯖
江
市
史
』
第
五
巻
（
鯖
江
藩
御
家
人
帳
）
下
巻
の
村
田
辰
三
郎
の
項
参
照
。

 


